























背負っているように見えることから、行脚の多 性質をも 高野聖に乗っ取ってこの異称がつけられたようである。このタガメにつ 同辞書で調べてみる この虫は成虫や幼虫を捕え体液を吸うらしい。いわば、虫だけを対象とした蛭のような存在である。 『高野聖』の冒頭では、宗朝が薬売りを追って山奥に入ってしばらくすると、大量の山蛭に襲われる場面がある。前述したタガメの性質を踏まえてこの場面を見ると、高野聖である宗朝が蛭に襲われるというのがなかなか意味のあることに見えてくるのである。　
さて、この検索結果で最も重要なのが①である。下級僧、悪僧化といった名称が用いられており、他に乞食僧などと


























































































呪術を手に入れるための修行であり、また遊行は死後の苦しみを生前に引き受けておくための行いである。どちらも聖にとっては欠かすことのできないものであるから、聖は数年隠遁修行を行ったのち、遊行に出るというように合わせて行っていたようである。 「中世末期あた から、村落にあった小堂や小庵への遊行聖の定着が始まり、今日のように部落や字ごとの寺院が き ようになっていっ
た（９）
。 」それまで市民は遊行聖が来るまで先祖や使者の供養もできなかった















































ることすらが罪だというのなら、これを聞いている自身もまた罪人となってしまうのだから。こうした特徴からみて、法華経を説き、更にこれを遊行しながら唱導、勧進することを主としているとするならば、それはまさしく高野聖に当てはまる。勿論前述したように高野聖全てが勧進という行いを悪用してい わけではない。ただこの行いを悪用してしまった高野聖の例が後世へと伝えられ、高野聖 悪名高 聖の名称になっ しまったのではないか。　
一方、これを踏まえて『高野聖』の宗朝はどうであろう。高野聖である彼だが、史実から比べてみても、その性格は






























































































































































































的・幻想的な浪漫主義文学の美の世界をつくりあげたのである。鏡花はあの高野聖の概念をなにからえたのかはしらないが、おそらく「聖」という語から、道心堅固な修道僧のイメージを心にえがいたに相違ない。そしてこ 道心のひそむ人間性、あるいは道心のかげにかくされた愛欲を、描写しようとしたのではないかとおもう しかしわたくしがこれから描こうとしているような、俗聖としての高野聖ならば、魔女の誘惑におちて馬になるのがむ ろ自然だったのである。
　
五来は実在した高野聖について論じる前に、鏡花の『高野聖』についてこう述べている。実際に、鏡花が のような




















の経歴からも、真言宗派であったこ が分かる また、法華経を唱えてお 、こちらに関しては因果応報を説く『日本霊異記』からも読み取ることができる。　
そして最も気になる点は、宗朝が物語上で実際に唱えている念仏のこと ある。場面は宗朝が女の家 泊まった夜































































また、陀羅尼品という用語がある。 「 『妙 』第二十六品の名。その内容は、薬王菩薩・毘沙門天王・鬼子母神など




















































































易者に相談すると、その橋は地獄へ続く通り道であり、地獄へ向かう亡者たちの足音と嘆きが聞こえてきていた、といった内容である。こちらの話でも亡者の正体は明かされない。聴覚で聴き取れる存在ではあっても、人間の目で確かめることはできないのだ。　『高野聖』において、女は水を操り欲望に負けた男たちを獣に変える。そして、自身も水の力で若さを保ち続け、森へやってきた男 ちを惑わし続ける。だが、本編では実際に獣に変えられる場面や、女が若返る場面が取り上げられることはない。あくまで、老人の口から語 れるのみである。また、宗朝の立場からしてこの人ならざる存在と化してしまった女に経や培った呪力をもってして対峙する術も持ち合わせてはいるが、鏡花はあえ 二人を対峙させるといった劇的な場面展開をつくることはない。　鏡花はこうした作品において、根本となる存在を消すような真似はしない。彼自身がそういった作風をもつことも確
かだが、 『高野聖』には前述した民話のように、異形の存在を人の力では一切手の届か 存在として書きあげているように思う。　
後半の、宗朝が老人から女の正体を聞いた後、飛騨の山をすぐさま後にしたのは、そういった昔から伝わる民話のよ
うに、女を異形のものとして到底敵わない存在 あると う認識故だった ではないだろうか。　
続いて、獣についての民話だが、前述したように飛騨の民話には獣を取り上げたものが多く、そのため、異形のもの
















る」とされている。白蛇などは吉兆の象徴とされてもいるが、畏怖 はまた別の単純な恐怖や凶兆の象徴の意味合いもある。民話の蛇も『高野聖』の蛇 、どちらか いうと後者の意味合いで捉えられている ではないだろうか。　
確かに自然界で出没する蛇というのは毒をもっているものもいて危険であるし、そしてこのような飛騨の民話のよう












































































































































































































































































































































































































































































































































































38） 『日本佛教語辞典』 九八 ．五
　
岩本裕
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『高野聖』研究
─
泉鏡花作品の幻想性
─
〈図i〉宗朝汽車での道筋
　　　新橋－神戸の道のり
　　　（東海道線）
東海道線
①新橋　　昨夜9：30に発つ
②名古屋　正午
③敦賀　　今夕入ろうとしている
④神戸
『日本国有鉄道百年写真史』
（昭47.10　財団法人交通協力会）
『山の民の民俗と文化―飛騨を中心にみた山国の変貌―』
（1991.10　芳賀登編　雄山閣出版）
〈図ii〉
白川郷：嘉念坊善俊
　　　　上人の通った
　　　　白川みち
御嶽山：長野の代表的山
宗朝のルートか？
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